
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
森
林
・
林

業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
森
林

施
業
の
効
率
化
や
新
た
な
施
業
方
法
等
技

術
の
開
発
、
導
入
、
森
林
資
源
の
活
用
、

生
物
多
様
性
の
保
全
等
、
地
域
林
業
の
振

興
に
貢
献
す
る
た
め
、
各
森
林
管
理
署
等

に
お
い
て
一
署
一
課
題
を
掲
げ
、
様
々
な

取
組
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
に
行
っ
た
関
東
森
林
管
理

局
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
、
そ
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
林
施
業
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化

林
業
が
生
業
と
し
て
成
り
立
つ
た
め
に

は
、
森
林
施
業
の
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
関
東
森

林
管
理
局
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
や
低

コ
ス
ト
路
網
の
整
備
な
ど
を
取
り
入
れ
た

「
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
開
発
、

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

茨
城
森
林
管
理
署
及
び
日
光
森
林
管
理

署
で
は
、
県
や
市
町
村
、
林
業
事
業
体
な

ど
林
業
関
係
者
を
招
き
、
列
状
間
伐
と
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
低
コ
ス
ト
作
業
の

現
地
検
討
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
技
術
の

普
及
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
共
同
施
業
団
地
に
お
い
て

は
、
民
国
連
携
の
下
、
路
網
整
備
等
に
着

手
す
る
と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
化
の
現
地

検
討
会
や
販
売
面
で
の
連
携
検
討
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

（
「
森
林
共
同
施
業
団
地
」
に
つ
い
て
は
、

３
ペ
ー
ジ
「
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署

で
誕
生
」
を
参
照
）

新
た
な
造
林
方
法
、
施
業
方
法
の
開
発
導
入

新
た
な
造
林
方
法
と
し
て
、
福
島
県
や

群
馬
県
内
に
お
い
て
コ
ン
テ
ナ
苗
を
導
入

し
、
植
付
作
業
の
工
程
や
生
長
量
等
の
デ
ー

タ
収
集
、
分
析
な
ど
、
低
コ
ス
ト
造
林
の

検
証
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

群
馬
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、
コ
ン
テ
ナ

苗
と
同
時
に
少
花
粉
ス
ギ
も
導
入
し
、
下

刈
作
業
の
省
力
化
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
普
通
苗
に
比
べ
植
付
作

業
の
効
率
が
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
が
、
植
栽
後
の
成
長
量
や
気
象
・
獣
害

等
の
影
響
な
ど
今
後
も
引
き
続
き
デ
ー
タ

を
蓄
積
、
検
証
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
静
岡
県
の
天
竜
森
林
管
理
署
で

は
、
台
風
に
よ
る
風
倒
被
害
地
に
お
い
て
、

多
種
の
広
葉
樹
を
密
植
、
混
植
す
る
な
ど

の
造
林
方
法
を
取
り
入
れ
、
広
葉
樹
に
よ

る
森
林
造
成
手
法
の
検
証
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

生
物
多
様
性
の
保
全

平
成
16
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
「
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
平
成
23
年
3

月
に
策
定
し
た
「
赤
谷
の
森
管
理
経
営
計

画
」
に
基
づ
き
、
生
物
多
様
性
の
復
元
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
ス

ギ
の
人
工
林
内
に
「
自
然
林
復
元
試
験
地
」

を
設
定
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
6
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
小
笠
原
諸
島
で
は
、
外
来
植
物

の
駆
除
事
業
に
継
続
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
世
界
遺
産
登
録
に
よ
る
観
光
客
増

加
に
対
し
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の

指
定
ル
ー
ト
と
利
用
ル
ー
ル
の
周
知
に
努

め
ま
し
た
。

新
潟
県
の
中
越
森
林
管
理
署
で
は
、
イ

ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

人
工
林
内
に
餌
場
と
な
る
伐
採
空
間
を
配

置
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
採
餌
、
餌
動
物
の
生

育
や
生
息
の
変
化
に
つ
い
て
検
証
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
近
年
被
害
が
増
え
て
い
る
ク
マ

に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
に
対
し
、
会
津
森
林

管
理
署
、
日
光
森
林
管
理
署
、
埼
玉
森
林

管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
様
々
な
防
除
対

策
の
実
施
及
び
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、

専
門
家
や
関
係
機
関
等
と
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

森
林
資
源
の
活
用

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
間
伐
に
よ
る

森
林
整
備
等
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
搬
出
さ

れ
ず
林
地
に
残
さ
れ
て
い
た
枝
葉
や
根
株

な
ど
の
林
地
残
材
の
有
効
活
用
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

福
島
県
内
で
は
、
専
用
の
コ
ン
テ
ナ
や

運
搬
車
な
ど
を
導
入
し
、
林
地
残
材
を
低

コ
ス
ト
で
搬
出
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９６号（２）

『
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

～
平
成
23
年
度

関
東
森
林
管
理
局
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
～

企

画

調

整

室森林共同施業団地で現地検討会を開催
（福島県、笹森山地区）

コンテナ苗植栽現地検討会
（群馬森林管理署管内）



ま
た
、
静
岡
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
れ

ま
で
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ウ
ラ
ジ
ロ

モ
ミ
の
間
伐
材
に
つ
い
て
、
小
径
木
は
チ
ッ

プ
と
し
て
、
中
径
木
以
上
は
梱
包
用
や
建

築
用
の
木
材
と
し
て
需
要
を
開
拓
し
、
資

源
の
有
効
活
用
に
努
め
ま
し
た
。

森
林
林
業
に
係
る
環
境
教
育

２
０
１
１
年
は
、
国
連
が
定
め
た
国
際

森
林
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
森
林
の
持

続
可
能
な
経
営
・
保
全
の
重
要
性
に
対
す

る
認
識
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

各
署
等
で
様
々
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

山
梨
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
「
国
際

森
林
年
の
集
い
in
山
梨
」
と
し
て
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
間
伐
作
業
地

等
の
見
学
会
を
開
催
し
、
森
林
・
林
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

静
岡
県
に
あ
る
大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー

で
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
治
山

教
室
」
、
高
校
生
・
大
学
生
を
対
象
と
し

た
「
治
山
工
事
施
工
現
場
見
学
会
」
を
開

催
し
、
森
林
の
役
割
や
治
山
事
業
の
普
及

を
図
り
ま
し
た
。

人
材
育
成

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
踏
ま

え
、
本
年
度
よ
り
「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育

成
研
修
」
及
び
「
林
道
専
用
道
技
術
者
研

修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
関
東
森
林

管
理
局
で
は
、
利
根
沼
田
署
に
研
修
拠
点

を
お
き
、
国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供

す
る
な
ど
人
材
育
成
に
貢
献
し
ま
し
た
。

民
国
連
携
・
地
域
林
業
再
生
意
見
交
換
会

地
域
林
業
の
再
生
に
あ
た
り
、
民
有
林

関
係
機
関
（
県
、
森
林
組
合
等
）
と
の
連

携
を
深
め
る
た
め
、
情
報
交
換
、
意
見
交

換
す
る
場
を
設
け
る
こ
と
と
し
、
平
成
23

年
度
は
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
の

３
箇
所
で
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
各
地
域
で
の
森
林
・

林
業
を
巡
る
情
勢
や
地
域
林
業
再
生
に
向

け
た
課
題
、
取
組
事
例
な
ど
情
報
交
換
や

現
地
視
察
等
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に

向
け
て
、
関
東
森
林
管
理
局
の
森
林
資
源

や
組
織
、
技
術
力
を
活
用
し
、
国
民
の
財

産
で
あ
る
国
有
林
を
守
る
と
と
も
に
、
林

業
経
営
、
技
術
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

森
林
共
同
施
業
団
地
と
は
、
民
有
林
と

国
有
林
が
隣
接
す
る
地
域
の
森
林
に
お
い

て
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
の
一
体
化
を
図

り
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
路
網
整
備
等
に

よ
る
低
コ
ス
ト
化
、
木
材
生
産
に
お
い
て

販
売
面
や
発
注
面
で
の
ロ
ッ
ト
拡
大
に
よ

る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
効
果
が
発
揮
さ
れ

る
よ
う
設
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
関
東
森
林
管
理
局
管
内
で

は
、
伊
豆
森
林
管
理
署
、
福
島
森
林
管
理

署
及
び
白
河
支
署
の
３
箇
所
で
森
林
共
同

施
業
団
地
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
計

画
に
基
づ
き
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
年
末
以
降
、
新
た

な
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署
で
誕
生
し

ま
し
た
。

群
馬
県
内
で
は
、
昨
年
12
月
22
日
に
県

内
初
と
な
る
「
三
俣
地
区
森
林
整
備
推
進

協
定
」
を
東
吾
妻
町
長
、
吾
妻
森
林
組
合

長
、
吾
妻
環
境
森
林
事
務
所
長
及
び
吾
妻

森
林
管
理
署
長
と
の
４
者
に
よ
り
、
１
月

12
日
に
は
、
「
手
白
坂
地
区
森
林
整
備
推

進
協
定
」
を
神
流
川
森
林
組
合
長
と
群
馬

森
林
管
理
署
長
に
よ
り
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
10
日
に
は
、
静
岡
県
の
富

士
宮
市
長
、
富
士
宮
市
上
井
出
財
産
区
管

理
者
、
富
士
農
林
事
務
所
長
及
び
静
岡
森

林
管
理
署
長
の
４
者
に
よ
り
「
富
士
山
西

麓
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

協
定
の
締
結
に
至
る
ま
で
の
関
係
者
の

ご
尽
力
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

事
業
計
画
に
基
づ
き
民
国
が
連
携
し
て
路

網
整
備
や
ロ
ッ
ト
の
拡
大
等
を
図
り
、
森

林
整
備
の
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

（３）平成２４年３月１日 関 東 森 林 管 理 局 第９６号

林地残材専用運搬車

『
森
林
共
同
施
業
団
地
が
各
署
で
誕
生
』

計
画
部

計
画
課

平成23年度 新たに誕生した森林共同施業団地（単位：ha）


